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静岡県産の抹茶・いちご・みかんをふんだんに

使用したスイーツの海外展開

企業紹介

「静岡県産にこだわったスイーツで海外への展開を目指したい」
と語る高柳敬将社長

　当社は、明治35年4月創業の製茶卸メーカーで、静
岡県（牧之原市）産の荒茶を仕入れて製茶、そして袋
詰めにして卸・小売りを行っている。
　卸売りに関しては、茶専門店向けに販売強化してい
ることもあり、当社の売上げの26％を占めている。
　また、小売りに関しては、昭和63年4月に牧之原店を、
また平成22年10月に焼津店をそれぞれオープン。この2
店舗での小売り販売と通信販売による売上げは、当社
の売上げの25％を占めている。
　さらに、近年では菓子製造メーカーとの共同開発によ
り商品化した緑茶系スイーツ等の売上げも伸びており、
商品アイテム数は15種類以上、店舗売上比率も40％を
超える日もあるほどに成長。現在、簡単な手土産から他
県・海外へのお土産として、さらに結婚式でのサンクス
ギフトとして人気を博している。
　当社では、県内外で開催されている見本市等のイベ
ントにも積極的に出展しており、他社にはないオンリーワ
ン商品のPRに努めている。

取り組みの経緯

小売りを行っている牧之原店の店内

取り組みの内容

今回導入した自動包装機

結果

現在、商標登録申請中の新商品「cha･tsubu」

明治35年創業、製茶卸メーカーの老舗
共同開発した抹茶系スイーツで新地開拓

　当社が現在注力している緑茶系スイーツの中でも、
『お茶つみダックワーズ：国産米粉と牧之原産茶100％
を生地にしたダックワーズ（※）』は、発売から5年で100
万個を売り上げる人気商品となった。
　そして、この『お茶つみダックワーズ』を“静岡№１のお
土産”とするため、県内企業との連携によりブラッシュ
アップを図り、新商品の開発・製造・販売を計画。
　さらに、静岡色をより強く演出することを考え、静岡県
産の「抹茶」「いちご」「みかん」を使用した、高級感のあ
るオンリーワン商品の開発を目指すこととなった。
　当社では、この新商品開発の実現化を図るため、今
回、「静岡県産の抹茶・いちご・みかんをふんだんに使
用したスイーツの海外展開」をテーマに本事業に取り組
むこととなった。
※ダックワーズ(Dacquoise)※
　アーモンド風味のメレンゲを使った焼き菓子。語源は
フランスの温泉保養地ダクスに由来する。

人気商品の緑茶スイーツをさらに進化！
“静岡№1のお土産”を目指した開発

　本事業の実施にあたり、当社がまず行ったのは、現
行人気商品の課題抽出であった。
　その結果、①お茶の香りと味の広がりが好評である
が県外産の抹茶を使用、②包装作業が間に合わない
ため外箱のまま販売、③パッケージデザインは消費者に
は好評であるが高級感に欠ける、④老朽化したラベル
プリンタを使用しているため印字精度が低く作業効率も
悪い、⑤販路拡大を図るためには贈答用の高級感ある
パッケージが必要…等の課題が出された。
　そこで、本事業により自動包装機とラベルプリンタを導
入し、製造工程における包装やシール貼りにかかる作
業時間の短縮化による生産性の効率化を目指した。
　さらに、味に関しては、県内の公的機関や企業との
連携により“静岡県産クリーム”を開発し、バイヤーや静
岡県立大学学生等からの意見を取り入れながら、その
ブレンド比を検討するとともに、商品化アイテムの絞り込
みについても検討を重ねていった。

まず行ったのは人気商品の課題抽出
県内公的機関・企業との連携で商品開発

　本事業の実施により得られた成果としては、①静岡
県産の「いちご」や「みかん」のフルーツクリームと抹茶ク
リームをサンドしたダックワーズ『cha・tsubu（※）』を新た
に製造、②自動包装機とラベルプリンタの導入により包
装工程における作業時間の短縮実現…が挙げられ
る。
　静岡県産クリームの味については、バイヤーや静岡
県立大学学生等からの意見を取り入れて検討したこと
が功を奏し、静岡県知事の他県訪問時等における手
土産としての商品問い合わせを受けることとなった。
　また、従来手作業で行っていた包装作業が、自動包
装機導入により10倍の速度での作業が可能となり、受
注当日での出荷も可能となるなど、その作業効率が大
幅に改善されることとなった。
※cha・tsubu（ちゃつぶ）※
　本事業により新たに製造されたダックワーズの商品名
で、既に県内の大手スーパー2社の各店舗で、夏と冬
の期間限定で販売を開始している。なお、『cha・
tsubu』については、現在、商標登録申請中である。

好評価を得た静岡県産クリーム
商品包装に係る作業効率も大幅に改善
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